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“ハイジャック"された『アラブの春」
一一サドル派の政策転換とイラク政治の動態

山尾大

lはじめに
2011年、チュニジアとエジプトの権威主義体制を崩壊へと導いたいわゆる「アラブの春j

は、リビア、イエメン、パハレーン、シリアなど、権威主義体制下の中東諸国に波及した。こ

うした国々においては、既存の権威主義体制を打倒することが、街頭行動の主たる目的と

なった。他方、『アラブ、の春Jは、 2003年以降に制度的民主化を達成したイラクにも、大きな

インパクトを与えた。イラクにおいては、「アラブ、の春jを受けて発生した街頭行動は、体制

の打倒ではなく、社会改革を要請する運動として拡大した。

締頁行動などの社会運動は、 2011年に「アラブrの春」が発生するよりも以前から、 中東

政治研究において、大きな注目を集めてきた。抑圧的な権威主義体制が持続する中東諸

国では、社会運動こそが、人々の意見を表明する唯一の手段であったためである当初、

社会運動研究の対象になったのは、イスラーム主義運動であった。クアンタン・ウィクトロヴ

イツツは、シド、ニー・タローやダグ・マクアダム、チャールズ・ティリーらの社会運動理論を、

中東諸国のイスラーム主義運動の分析に当てはめ、 一般理論での分析が可能であるとの

結論を導き出した[Wiktorowiczed. 2004]。一方で、近年新たに見られるようになったイスラ

ーム主義運動の性質を「ポスト・イスラーム主義Jとし、う概念で説明する試みもなされた。ァ

ーセフ・パヤートは、ポスト・イスラーム主義を「プラグマティックな対応を選択するが、決し

て世俗的な運動や非イスラーム主義に分類できない、しばしば宗教性と民主的な権利を

融合する、あるいはしようとする運動J[Bayat 2007: 10-11]と定義し、オリヴィエ・ロワは、

「国家と宗教の対立、政治と宗教の対立などの問題には直接踏み込まず、 宗教の自治が

担保された空間を形成しようとする運動J[Roy 2004: 3-4]であると論じた。こうした政治性・

イデオロギー性を薄めたイスラーム主義運動は、社会運動研究の対象にもなった2。これら

の研究では、中東権威主義体制下の新たな社会運動において、組織化されない日常的

活動が重要な意味を持っている点[Bayat2010; Stephan吋.2009]、インフォーマル・ネット

ワークが大きな役割を果たしている点[Beininand Vairel eds. 2011]、が明らかにされてき

た。

こうしたイスラーム主義イデオロギーの脆弱化、非組織性、インフォーマル・ネットワーク

の活用といった新たな特徴は、 2011年に発生した「アラブの春Jにおいても、デモや後頑

行動が、当該国の権威主義体制の打倒を目指してしも点を除いては、通底している。 エジ

プトやチュニジアの後頑行動を分析した研究によると、その鞘数は次の 5つに整理できる。

第 lに、街頭行動の担い手が青年、労働者、学生などの中間層を中心とする一般大衆で

あった点である。第2に、律顧行動が、暴力を用いない平和的な抗議i頚hであった点であ
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る。第3に、これまで中東諸国のデモや径頑行動で一般的に見られたイスラーム主義のイ

デオロギー(イスラームこそが解決、など)や反米、反イスラエルとし、ったイデ、オロギ一色が

薄い点である。第4に、組織化されていない点、そして第 5に、 Facebookや Twitterなど

のソーシヤノレ・ネットワーキング・サーヒース(SNS)が活用された点で、ある[酒井2011;酒井編

2011]。

エジプトやチュニジアなどの権威主義体制下で、発生した「アラブ‘の春」に、中東の新た

な社会運動と類似した特徴がみられたとすれば、民主体制下のイラクに波及した締節動

もまた、それらと同様の特徴を持っているのだろうか。相教が異なるとすれば、それはなぜ

なのか。また、「アラブの春jは、その後のイラク政治にし、かなる影響を与えたのだろうか。

なかんずく、イラクにおける「アラブの春」とはし、かなる運動であり、政治にどのような影響

を与えたのか、これが本稿で明らかにしたい聞いである。

以上の問題を解明するために、具t柿句には次のように論を進める。第11節では、「アラブ
の春jを受けてイラクに波及した街頭行動を、時系列的に概観する。続く第 111節では、波

及した街頭行動を、イラクの政治勢力がどのように利用し、そしてそのことが、イラク政治に

どのような影響を与えたのかという問題を、サドル派に着目して明らかにする。

E イラクにおける『アラブの春J
本節では、イラクにおいて、「アラブの春Jがどのように波及していったのかとしづ問題に

ついて、社会改革を要求するデモや傾員行動が拡大した第 l期(2011年 2月"'3月)と、

政府の責任追及を求める運動へ一時的に変化した後に、デモや街頭行動の争点が拡散

してし、った第2期(2011年4月"')に分類し、時系列的に概観する。

1波及する『アラブの春J一一第1期における街頭行動の拡大

「アラブの春Jは、既存の政権打倒ではなく、政治・社会改革を求める街頭行動としてイ

ラクに波及した3。その理由は、第Iに、イラクはすでに制度的民主体制を確立しており、権

威主義体制の打倒は問題にならなかったからで、ある。第2に、体制転換後の混乱を、2∞3
年のイラク戦争以降に経験してし、るため、民衆の側にも政治変動がもたらす不安定を回避

したいとし、う思惑が働いていたことがあげられる。第 3に、 2010年 3月の国会選挙以来、

組閣が未完のままであることなど、政治課題が山積しており、反体制運動よりもこれらの問

題の解決が必要だったためである。

とすれば、制度的民主主義を達成したイラクにおいて、「アラブ、の春jに影響を受けた街

頭行動は、何を要求し、何を目指したのだろうか。まずは、第l期から見ていこう。

第 l期の社会改革を求めるf踊頁行動は、 2011年2月4日にパグ、タoード‘のタハリール広

場で始まった。このデモは、エジプトの「アラブの春」を支持するとともに、イラクにおける社

会サービスの向上、汚職対策を要請した[a/~胎月t5 Feb 2011; Mω5 Feb 2011]。街頭行
動は、数日のうちにワースイト県、ズィー・カール県、アンバーノレ県、バスラ県、ニーナワー

県など、の地方諸県に広がった。街頭に出た市民は、「石油の収入はどこに、社会サービス

はどこに?Jと書かれたプラカードを掲げ、安定的な電力供給や安全な飲用水の供給など
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の社会サービスの向上を求めた[S13 Feb 2011J。

こうした街頭行動に対する政府首脳陣の対応は、 比較的早かった。マーリキ一首相は、

2月7日、 月間1500万イラク・ディーナーノレ(ID)相当の開発予算を、社会サービス向上政

策に充てることを閣議決定し、各県の知事との連帯に基づいて、その政策を遂行してb、く

考えを発表した[PM7Feb 2011; RN7 Feb 2011J。街頭行動に対しては、「デモ活動は民

意を表明する機会であり、国民の自由と権利であるJと述べて、弾圧を行わない考えを示し

た[RD15 Feb 2011: S 15 Feb 2011J。こうして、マーリキ-"針目は、治安機関や地方の県書

に対しては、デモへの発砲を厳しく禁止した[UR12Feb 201lJ。
だが、館長行動はさらなる拡大をみせた。 2月 16日にワースィト県で、法安機闘がデモ

隊に発砲し、初めての死者が出たからである[S17Feb 2011]。マーリキ一首相は、直ちに

治安機関と県警による発砲を厳しく批判し、ワースィト県を訪問して知事と対応を協議した。

同首相は、発砲事件の調査を命じるとともに、街頭行動の指導者に対しては、社会サービ

スの向上政策と汚職対策を全力で実施する考えを示した[社的ryat17 Feb 2011; S19 Feb 

201lJ。政府の対応は慎重だった。

I写真 1:r怒りの日」のデモI

¥:r-・"J:a 

唱(順)[ω…
にもかかわらず、この発砲事件を契機に、街頭行動はさらに拡大した。2月末から3月に

かけてのことで、あった。2月25日には、「怒りの日(YawmaJ-Ghadab) Jと名付けられたデそ

が発生し、バグダードのタハリール広場に3千人、バスラに4千人が集結した。それに加え

て、アンバーノレ、ニーナワー、キルクーク、ワースイ卜県においても、SNSを通じた呼びかけ

に賛同した人々によって、大規模なデモが動員された[S25 Feb 2011; aJ-~抱月t 26 Feb 

2011]4。

危鵡感を強めた政府は、一方で、社会サービス向上政策のための予算として、政府首

脳人の給与を 50%削減する法案を閣議にかけ、他方、地方で発生したデモに対しては、

県別にその要求に応じることを発表した[aJ一泊所t23 Feb 201l; 26 Feb 2011Jo 2月27日

には、マーリキ一首相が、電力供給をはじめとする社会サービスの向上と汚職対策の具体
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的な成果を国民に示す期間を100日と規定し(以下、 1100日改革J)、各省庁と県知事に対

して、 100日間で実質的な成果を出すように命じた[aJ-!:fayat28 Feb 2011J。さらに、マーリ

キ一首相は、28万人の公務員を地方に派遣し、汚職対策を監視、実施させることを発表し

tdaJ-~治則 2 Mar 2011]。

だが、街頭行動はおさまらず、 3月 4 日の金曜礼拝後は、「尊厳の金曜(jum‘a

aJ-K征加la)Jと呼ばれるデモが各地で発生し、社会サービスの向上と汚職対策が叫ばれ

た。政府は、グリーンゾーン周辺で厳重な警備を敷き、デモ隊との対立を回避した[RN5 

Mar 2011J。

【写真2:r尊厳の金曜」のデモ1

(出所)[01てlaw.!r5 Mar 2011 J 

【写真3:r後悔の日Jのデモ】

心I.jAJU
(出所)[01てlaw.!r8M訂 2011J

各日頭行動は、3日後にピークを迎えた。2010年の国会選挙からちょうど l年後にあたる

2011年3月7日、「後悔の日(YawrηaJ-Nadam)Jと名付けられたデモが発生し、これまで、の
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社会サービスの向上と汚職対策などの改革の要楕に加え、選挙のやり直しが要求された

(次頁の写真 3)。これまでとは異なり、 2010年の国会選挙のやり直し、知事の更迭、地方

選挙の早期実施などが主張された点が重要である[al一助用t8Mar2011J5。

以上のような第 1期の径百頭行動は、①担い手が青年・労働者・学生などの中間層である

点、②デ、モ隊による暴力の行使が見られなかった点、③イデオロギー色が薄い点、 ④組

織化されていない点、⑤SNSが活用された点では、他国の「アラブの春Jと類似している。
その一方で、政権打倒の主張がなされなかったことは、他国の事例とは異なっていた。そ

して、これ以降、次第に街頭行動の性格が変化してし、くことになる。

Z 第2期における争点の鉱散

第 2期においては、 4月頃から始まった政府の責任を追及する締買行動の要求が、次

第にその争点を対外関係、へと変化させていった。4月 15日の金曜礼拝後にタハリール広

場で発生したデモでは、社会改革の遅れに対するマーリキ一政権の責任問題が強く主張

され[a/一助tySt16 Apr 2011J、6月10日の金曜礼拝後のデモでは、首相自身が提示した

r100日改革」の成果が見られないことに対して、マーリキ一首相の退陣を求める声が高ま

った[a/.一地周t11 Jun 2011J60 1週間後の6月17日金曜日にも、バグダード‘のタノ、リーノレ

広場でデモが発生し、マーリキー首相の支持派が、マーリキー首相の退陣を要求する市

民団体と衝突した。首相支持派は、国民和解の進展や治安の安定化などの実績を強調し

てマーリキ一首相の続投を求め、反マーリキ一派は、汚職対策や社会改革が進展せず、

権力闘争ばかりを進めていることを批判して同首相の退陣を要求した[a/~伯tyàt 18 Jun 

2011J。だが、それ以降の簡質行動では、 マーリキー首相の退陣要求はほとんど見られな

くなった[a/~伸ty，1t25 Jun 2011J。

かわって径頑行動の争点、となったのは、外交問題であった。具体的には、クウェイト政

府による湾岸への新港(ムノ〈ーラク港)建設への反対(5月頃から)、イラン軍(6月末から)

とトルコ軍(8月頃から)によるクノレド地域政府国境付近への空爆に対する非難、.2011年12

月末に完全撤退予定になうてb、る米軍駐留問題などに、デ‘モの争点が拡散していった。7

月29日のデそでは、①クウェイト政府によるムパーラク港建設反対、②社会サービス向上

と汚職対策の要請、③米軍撤退の要簡、など大きく 3つの争点が提示された[a/.伯tyat29 

Jul 2011]。

こうして、デモの争点、は、対外関係に向かう傾向が強くなった。言い換えれば、街頭行

動の争点が拡散していき、社会運動としての統一性と政治的インパクトが縮小したので、あ

る。そして、この時期にこそ、次節で論じるサドソレ派が、f踊貞行動の主導権を掌握するよう

になったのである。

「アラブの春jの影響を受けて拡大した街頭行動に対する政府の対応は、以下の3つに

整理できるだろう。第 lに、政府首脳陣の給与を減給することで、 社会サービス向上政策

のための予算を拡充する政策である。これは、デモの発生からわずか 1週間で方針が打

ち出された後、マーリキ一首相のr100日改革jが明確な成功を納めなかったことを受けて、

8月16日に国会で賛成多数で可決された。同法は、首相、大統領、国会議長の給与を40

~80%削按することを既定しており、これによって、 800 万 10 が節約できることになった[5
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17 Aug2011]。第2に、国民に制件直などの必需品を配分する配給券の品目充実と、そ

のための予算の拡充が決定されたことで、ある[a/-的対tl3Feb 2011J。第3に、行政を効率

化させるための内閣改造が試みられたことである。そこで、は、 46ある閣僚ポストを省庁合併

によって縮ノj、し、効率的な行政機構を再構築する改革が、審議されるようになった。マーリ

キ一首相は、2段階(第 1段階において、議会担当・地方県議会担当・女性問題担当の 3

ポストを除く全国務省ポストを廃止し、第 2段階で省の統合と再編を行う)に分けて閣僚ポ

ストを削減する案を提示し、2011年7月30日の国会で、議会担当・地方県議会担当・女性

問題担当を除く全国務省のポストの廃止が可決された[N17 J叫 2011;5A 18 Jul 2011; 

a/-Sめ'ab31J叫2011](本稿執筆段階で、未完)。

以上のように、イラクにおける「アラブの春jは、社会サービスの向上と汚職対策を求める

第 l期の師長行動から、政府の責任を追及し、さらに対外関係へと争点が拡散していく第

2期の締貞行動へと、その性格が変イじしていった。その背景には、近隣諸国と米固との対

外関係が重要性を急速に増したとし、う要因があると考えられる。そして、第2期においては、

他国の「アラブの春jと共通して見られた非イデオロギ}性、非主国後|生などの鞘教は、次第

に失われてし、くこととなった。この問題を、次節で詳細に検討してみよう。

田.“ハイジャック"された「アラブの春』
本節では、「アラブの春Jを受けた街頭行動が、イラク政治にし、かなる影響を与えたのか

を分析する。具体的には、第 2期の後顧行動におし、て次第に主導権を掌握していったサ

ドル派を取り上げ、同派がイラクに波及したfアラブの春Jをどのように利用してし、ったのか

を明らかじする。

1.サドル派と社会運動

第 2期の締頁行動は、以上で論じたように、対外関係へと争点が拡散してして過程で、

中央政府における政党聞の闘争にからめとられてし、くこととなった7。その最たる例が、下

層階級に大きな基盤を持つサドノレ派であった。

サド、ル派は、 1990年代にイラク圏内で大きな動員カを誇ったサーディク・サドノレの社会

運動を母体とした組織である8。サーディクの実子であるムクタダー・サド、ルは、イラク戦争

後、父の基盤をもとにサド、ル派を形成し、スラム衡を中心に大きな動員カを獲得した。イラ

ク戦争直後から、反米姿勢を強く主張し、イラク・ナ、ンョナリズムを重視する政策を掲げた。

同派は一貫して、反米・反占領とし、う強b、イデオロギーのもとで、度々 デモを扇動し、後預貞

行動を先導してきた。

このサドル派は、「アラブの春jを受けて発生した径預長行動に対して、当初は参加に慎重

な姿勢を見せていた。 2月25日の怒りの日のデ、モには参加しなかった[a/-I:抱月t25 Feb 

2011]。だが、約2カ月後の4月頃から、後預頁行動を主導するようになった。ノくアス党体制

崩嬢8周年の記念デモ(4月9日)では、サドノレ派が主導権を取って数千人規模を動員し、

マーリキ一首相に対する社会サービス向上(具体的には、失業対策、汚職対策)と、米軍

の占領政策の終駕を呼びかけた[59Apr 2011]0 2月27日に発表されたr100日改革jの
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期限が切れる直前になると、サドソレ派の動員カはさらに拡大しt::."r100日改革jの成果が

明示されないなかで、サドル派は、5月26日、数万人を動員し、改革の自に見える成果を

提示すること、拘束中のマフディ一軍(同派の民兵)を釈放すること、そして米軍の完全撤

退を求めた。こうしたデモにおいて、同派は、とりわけ米軍の即時撤退が実現されなけれ

ば、米軍との全面戦争を行うことも辞さない考えを示した[aI-，伯wdt27 May 2011]。寸室の

後預頁行動が始まって以来最大のデ.モを高踏裁し、その動員力を誇示したサドル派は、マーリ

キ一政権の基盤を根幹から括るがした[KI7Jun 2011J。このデモを受けて、危識感を強め

た政府は、急逮、政府首脳陣の給与削減法案を国会に提出したことは、すでに述べた。

【写真4:サドル派マフディ一軍の車M艇句なデモ(5月26日)】

(出所)[a/-.給対l27May 2011] 

サドノレ派の動員カは、その後も衰退することはなかった。同派は、9月9日にも社会改革

と汚職対策を要求する大規摸なテ。その計画を公表し[向。I['lr2Sep 2011]9、9月16日には、

「政府への感謝(S国防加 aJ-Hukoma)Jと名付けられたデモを主導した。そこでは、社会サ

ービス向上と占領政策の終駕を訴えた。 こうした径頑行動を通して、サドル派は、 政府に対

して世論を伝える役割を担ってし、ること、同派こそがデモの性格(反体制か否か)を決定で

きることを主張し[S6Sep 2011;ω例 15Sep 2011; Kfl5 Sep 2011]、街頭での動員力を政

府と他の政治勢力に対して誇示したのである[aI一地所t17 Sep2011]。こうして、第2期に

サドル派が街頭行動の主導権を準援すると、反米品、う強b、イデオロギーと、写真4に示し

たような精徽な組織に基づく社会運動へと、その性質を変化させてし、った。

2. rアラブの春jはなぜ、そしてどのように政治的に利用されたのか
以上のように、サドル派は、「アラブの春Jを受けて発生した街頭行動の主導権を握った。

第2期に入って、サドノレ派が篠頑行動の主導権を奪取することが可能となったのは、同派

がスラム街などで大きな支持を有していた点に求められる。 では、サドル派が、このタイミ

ングで街頭行動の主導権を奪取したのはなぜなのだろうか。

その最大の要因は、 2011年末に予定されてしも米軍撤退にともなって、反米武装組織

としてのサドル派の政策転換が必要になった、とし、う事実に求められるだろう。反米を一義
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的なイデオロギーに掲げるサドル派は、占領軍たる米軍が撤退すると、国内での柄主意義

が低下する。そこで、「アラブ‘の春jを受けて波及した街頭行動の主導権を奪取することで、

サドル派の政策転換の機会を作り出そうとした。 言い換えれば、サドル派は、 政策転換を

正当化するために、街頭行動を利用した。 米軍撤退を前に政策転換の必要に追られてい

たサド‘ル派にとって、「アラブの春」の波及によって拡大した後頑行動は、政策転換を支持

者に知らしめ、正当化する絶好の機会だ、ったので、ある。サドル派の政策転換は、大きく 2

つに整理できる。

第 lに、武装闘争路線の放棄と新たな市民社会組織への変容である。サドル派は、街

頭行動が盛り上がりを見せたタイミングで、 同派の民兵組織マフディ一軍を武装解除し、政

治組織と統合することを発表した[S24Mar 2011]。同派はマフデ、ィー軍を完全に解体する

ことを宣言したが10、その条件として、 2011年末に米軍の撤退を完了させることを掲げた11。

もし米軍の占領が維持されるのであれば、解体されたマフディ一軍に代わり、「約束の日

戦線(Liwa'aJ-Yawm aJ-Maw' od) Jを結成し、サドル派の軍事部隊として反米活動を継続

するというわけである[aI-$abdh12 Jul 2011]。

米軍は、2011年7月に軍事活動を完全に停止し、8月には4万人強の駐留米軍のうち

1万人を撤退させ、2011年末の完封散退に向けた準備を開始した120 10月には、オパマ米

大統領が2011年末までの完全撤退を明言した。これに対して、サドノレ派は、「現在の課題

は、阜急に占領政策を終了させ、軍や治安機関を強化して、治安を維持・安定させること

である。そのために、米軍への攻墜を停止することで、米軍の撤退をスムーズにするJ

[aI-，的対t12 Sep 201 lJと主張し、武装闘争の停止を公言した。

そして、反米武装闘争を担っていた民兵組織のマフデ、イ一軍を社会復帰させるために、

レバノンのヒズフ守ツラーの政治・社会活動をモデ、/レにし[RN12 Apr 2011; aI一助用t16 Apr 

2011J、武装化しない「イスラーム野党Jを組織することを呼びかけた。この野党は、旧マフ

ディ一軍メンバーの一部によって構成されることになる[aI'一地用t28 Apr 2011J。同派によ

れば、こうした政治組織に加えて、マフディ一軍の残りのメンバーは、ボランティア、清婦な

どを実施する市民社会型の社会組織へと変容することになる[叶伸wdt10 May 2011J。

第 2に、イラク国民のなかでも最も貧困な人々の味方として、社会サービスの向上、とり

わけ汚職対策に力点を置いた政策を推進する政党への変容である。サドル派はまず、大

衆の筏頑行動が示すように、政府が充分な社会サービスを提供できてし、ないことを批判し

た。だからこそ、サドル派は政府の社会サービスの向上政策に協力し、市民のために尽力

する政策の推進者になるという方針を強調したので、ある[aI一地用08Feb 2011J。

なかでもサドル派が力を入れるのは、汚職撲滅」である。同派は、今後の最重要政策とし

て、米箪撤退の実現に加え、汚職対策を掲げた[K/21Jul 2011J。パハーウ・アアラジ一法

務委員会委員長(サドノレ派政治局幹部)は、閣僚をはじめとする政府要人に対して、例外

なく汚職対策の対象にすることを国会で宣言した[MT4 Apr 2011J130金曜礼拝において

は、サドル派幹部が、汚職はテロと同様に、最も悪質な犯罪であると批判し、それゆえにサ

ド/レ派は汚職問題に全力で取り組むことを明確にした[S25Jul2011; 30 Ju12011J14o 

こうしてサドノレ派は、社会サービス向上と汚職対策を最重要政策に掲げ、国民生活の向

上のために、最大限の尽力を行う政治組織として自らを位置付けた。それこそが、父サー
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ディク社会運動の教えだ、とし、うわけである[alー地[Yi1t21 JuI 2011]。国民の最も力強い味
方としてのサドル派のアピールは、政府首脳陣の給与削減法の国会通過(8月 17日)にも

大きな，影響を与えた。サドソレ派の強い要請を受けて成立したこの法律をもとに、サドノレ派

はさらに、国会議員などの給与を大幅に削減し、それを貧者に配分する政策を大々的に

打ち出した[al-寸抱月t20Aug 2011; S 20 Aug 2011]150かくして、サドル派は、貧者の味方、

国民に最も近い組織としての性格を強化し、汚職に立ち向かうクリーンな政治・社会組織と

しての再建を目指すことを、街頭行動を通して国民にアピールしたのである。

以上のように、米軍撤退後の存在意義を担保するために、サドル派は、脱武装化と国民

の味方としての政治・社会組織へと変容することを主張した。そして、こうした政策変容は、

街頭行動の主導権を奪取することによって、国民に広く知らしめられた。サドル派にとって、

「アラブの春Jを受けて波及した街頭行動は、こうした政策変化を正当化するためには、こ

の上ない機会であった。後頑行動を乗っ取ることで、自らの政策の変化を国民と政府に示

すことが可能となったからである。

IV.おわりに
イラクに波及した『アラブの春jは、社会サービス向上と汚職対策を求める街頭行動によ

って特徴づ、けられる第 l期から、政治社会問題に対する政府の責任追及と近隣諸国の政

治的・軍事的介入が問題となった第2期へと、その性質を変化させてし、った。こうした変化

の過程で、街頭行動の争点が、対外関係へと拡散した。それに加えて、第 2期には、サド

ノレ派が径琵衛予動の主導権を敏握するようになった。

第 1期の修爾T動は、イデオロギー性の欠知、非組織的、非公的ネットワークの活用な

どの点で、中東における新たな社会運動と通底しており、体制転換を求めない点を除いて

は、他自の「アラブの春jとの通底性も認められた。だが、第2期にサドノレ派が館長行動の

主導権を奪うと、こうした特徴は失われ、強いイデオロギー性と政治性、動員の組織化など

の特徴が顕在化するようになった。

サド/レ派にとって、米軍の撤退を目前にして、政治社会的な存在意義を堅持するため 、

には、反米武装勢力から政治・社会組織へと変容を遂げる必要があった。そのサドノレ派が

目を付けたのが、社会サービス向上と汚職対策を要求する街頭行動であった。この街頭

行動を「乗っ取るJことで、国民の目線に立った社会サービス向上と汚職対策を進める急先

鋒の組織へと変容を遂げることを宣言した。これによって、最も民意を代表できる政治・社

会組織として「生まれ変わるjことに成功した。そして、こうした政治・社会組織へと「生まれ

変わる」ことによって、これまでの反米武装勢力としての性格を修正することを、正当化でき

た。言い換えるなら、サドル派は、「アラブ、の春jの波及の結果生じた街頭行動を「乗っ取るj

ことで、米軍撤退後の同派の政治社会的な柄主意義を担保することに成功したのである。

結果的に、「アラブの春」は、イラク政治においては、民主的な運動の促進というよりはむ

しろ、サドル派の動員カの誇示と政治的影響力の拡大をもたらした。こうして、 「アラブの春J

は、サドソレ派によって“ハイジャック"されたのである。

本稿で分析したのは、社会運動を母体に勢力を拡大し、その後政権内部に入り込んだ
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サドル派が、新たに出現した社会運動を飲み込んで、しまった事例であった。ここから明ら

かになるのは、社会運動を母体に政治的に大きな力を持った勢力が、新たな社会運動

(fアラブの泰J)を政治的に利用できる状況にあった場合、新たな社会運動の特徴が失わ

れ、古い社会運動(サド、ル派)が持っていたイデ、オロギー性、組織的な動員などの特徴が

前面に出てくる、という点に他ならなし、

そして、イラクにおいて、『アラブ、の春Jの影響が他国と全く異なる帰結に至った最大の

要因は、イラクが(少なくとも制度的に)民主体制である点に求められるだろう。民主体制下

では、あらゆる政治組織が世論に左右される。だからこそ、サドノレ派は国民生活に密接に

かかわる社会改革の要求に敏感に反応せねばならず、同時に、社会改革に必要な政策

の推進者としてのパフォーマンスを強鯛することで、自らの方針転換を正当化できた。そ

の一方で、民主体制下では、民意を政治的に利用することが容易である点もまた、事実で

ある。イラクlこ波及した「アラブの春Jは、イラクが民主体制であるがゆえに、権威主義体制

と比較して民意の政治的利用がより顕著に行わ州都、ということを示唆している。
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戦線として、分隊する形になった。

11ただし、もし米軍の撤i邸主実現しなければ、マフディ一軍を再び武装させ、反米活動を活発化させ
ることを強調した[即10Apr 2011]. 
12本稿考@時点では、 完全撤退後も、訓練部隊のみを残留させる案が協議されている。この到l怖部隊

の駐留について、サドル派は最糊句には妥Wコ姿勢を見せた。8月2日に米軍側11練部隊を2011年
末以降も駐留させることを国会で基本的に合意したことを受けて、サドノレ派は、「基柑旬には米軍首H練

部隊を残留することには反対しないが、しかし、米軍に根本的に否定的な勢力が多く存在することを鑑

みて、邸時締日隊の数は60人を超えないことJを承認の条件とした[ah助対日Aug2011]。
13同幹部は、汚職ファイルで汚職者の実名をリストで公表するなど、より厳しい政策が必要だとの貝鮮

を提示した[56Jun 2011]。
M マーリキー首相の側近の汚職が判明したさいも、マーリキ一政権は支持しているが、汚職を行うよう

な政権とともに歩むことはて?きないと主張し、全力で汚職対策に取り組むように要情した。これに対して、

マーリキー首相はサドル派の汚職問題担当者に陳謝した[.5:429 Aug 2011]。
15サドノレ派は元来、大統領、首相、面会議長をはじめ、政府首脳陣の給与を50蛸1搬するように要繍し
ていた[1-n412 May 201l]。
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気烈博士線程修了、京都大学樽士(地場研究)。日本学術振興会特jl'廠究員(PD)を経て
現胤 主要論文に、“AnIs1ami託SocialMovemenl under the Au出.orit町田 Regimein Iraq 

during 19905， AJ品fES，25 (1): 1-29，2∞9年、「政党の合従連衡がもたらす宗派対立の回
避j佐藤章(編)r新興民主主義国における政党の動態と変容』アジア経済研究所， pp 
101-132，2010年、「反体制勢力に対する外部アクターの影響JW国際政治:.l(I66):142-155， 

2011年などがある。

lそのー方で、権威主畿体制が持続する原因について、多くの研究が蓄積されることとなった代都ー

な研究は、[向叫S田Y皿dAngrist国s.2叩5;Schl町田唱:er2同7)がある。
2なお、こうした蛤点は、東南アジアではすでに2棚年初頭に提示されてU喝。詳細立、 I市闘争イス

ラームJ(α吋 1，回)の般企を健示した[Hemer2飢狗]を参照。
3 4月14日のデそでは、部分的にマ一日キ一政権市T僚の声が上がった[af-f抱月刊6Apr2011]0 
4内峨省の発表では、25自の『怒りの日Jのデモには、全国で推計l万3千人が華参加し、死者が9入、
負傷者は数十人に上った[528Feb2011)。

92 ハイジャッヲ"された「アラブのー」ーーサドル派の政策転換とイラヲ政治の動鰻

5その後、3月 17日以降は、サウディアラビアを中心とするGCC置が、パノ、レーンのデモ鎮圧のため
に派遺されたことに対して、シーア派住卸コ弾圧を停止することを要鮪するデそが発生L-t::.シーア派

住民日弾圧を批単fするデモにおいては、宗派対立の主加に観み替えられることには反対するとUづ、
微量長な態度がとられた[517Mar 2011)0 
‘これに対して‘マーリキ一首相は‘汚職対策や祉会サービス対策は皆T中であり、必ず成果を出す
と弁明した[5111叩 2011)0

'酒井啓子は、イラクでのデモが地方に蝉激した問題をうけて、「単にゆ央政界の政治抗争が街粛T
動に反映されと単純化するのは早軒J[酒井緩2011:2砕 211]と指摘している.だが.地方への波及が

持つ意帳を実証的に分析するデータがないため、本ヰーでは取り上げな'-'ちなみに、酒井が指摘して

いるロ スィト県知事の人事問題については、2月16日にワースイト県で智}めてのデモ隊の死者世発
生したことに対する、責任問題が関係していると考えられる。

gサーディク・サドノレの祉会運動については、[y町抑制淘]を容照のこι
'これに対して政府は、祉会サービスの向上・汚職対策を計画通りに実施する代わりに反体制デモ

への発展を回避するようにサドノレ派に要附した[同制7缶p201110 
"ただし、特ディー軍の武装解除に反対する内部勢挑ある。カイス・ハズアリー串、る真実の民織

線は、ムクタダーが米軍の撤退後、マフディ一軍を解体、武装解除する方針を発表したことに対して、

もしマフディ一軍を本当に武装解除するのであれば、真実の民戦線は、マフディ一軍を引き継ぎ、再

び活動を開始することを発表した[N11Apr初1110こうしてマフディー軍の幹部の一部が、真実の民
戦線として、分離する形になった。

"ただし、もし米軍の撤i針演現υd討すれば、マフディ一軍を再び武装させ、反米活動を活発{じさせ
ることを強関した[AVlOApr 2011)0 

"本格執筆時点では、完全撤退睡も、E線部隊のみを残留させる索が協議されている.この釧練部隊
の駐留について、サドノレ派は量制ワには妥協の姿勢を見せた.8月2日に米軍の曹練部隊を2011年
末以降も駐留させることを国会で基本的に合意したことを受けて、サトりレ派は、 『基本的には米軍lJ1練

部隊を残留することには反対しなし、が、しかし、米軍に根本約に否勝怜勢力が多く存在することを鑑

みて、申臓部隊:の数は60人を越えないこと」を承認の条件とした[aI-/f;砂置5Aug 2011]. 
市岡幹部は、汚職フアイノレで汚職者の実名をりストで公表するなど、より厳u、政策が必要だとの貝鮮
を提赤した[561叩 2011].
"マーリキ一首相の個l近の汚職が判明したさいも、マーリキ一政権は支持してbもが、汚職在行うよう
な政権とともに歩むことはできなb吃主張し、全力で汚職対策に取り組むように要摘し:むこれに対して、

マーリキ一首相はサドノレ派の汚職問題担当者に陳謝した[.>429 Aug 2011]0 
..サドル派は元来、大統領、首相、国会議長をはじめ、制守首脳陣の給与を陥商徹するように要請し

ていた[同412May加11]0

r中東研究J513骨(2011年度 vol.ml 93 


